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永明小5年1部『世界の人々の笑顔のために』
“届けよう、服のチカラ’’プロジェクト

工　　もったし、なし、lまあさん＜模造紙①＞

まず最初に私たちは、道徳の時間にもったいないばあさんのr考えよう世界の

こと」を挑みました。世界の9才の子ども10人が登場しました。その子どもた

ちがどんなふうに生活しているのか書かれている本です。

この本の中に、アハミドくんというスーダンの男の子が出てきました。突然、

家に兵隊がやってきて、お父さんは銃で撃たれ、お兄さんは兵士にされるため

に連れて行かれてしまいました。アハミドくんは、お母さんと2人で着の身着

のまま、となりの国の難民キャンプに逃げたのです。難民キャンプでは、みん

なおなかをすかせているし、病気の人も

いました。着替える服もない人がほとん

どでした。

地雷を踏んで片足を失ってしまった子。
一日中働かなければご飯が食べられない

子。戦争に行かされている子がいました。

出てきた子たちは、ほぼ全長が学校に行

けないので、かわいそうだと思いました。

私たち日本人は、毎日食べ物があり、

学校に行けて、着る服もちゃんとありま

す。でも、この広い世界の約半分の国の

人たちは、着る服も1枚か2枚くらいし

かない、まずしい人がいます。それに比
べたら、私たちは、どんなに幸せなのでしょうか。
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『もったいないばあさん』のお話を聞いて、rどう したら貧しい人たちに協力できるだろうか」

を考えました。たくまくんが、「お父さんとユニクロに行ったとき、服の回収ボックスが置いて

あって、困っている人に送っているらしい。」と話してくれました。

このことから、いらなくなった服を集めると、困っている人が助かるのかもしれないと患いま

した。また、この活動ならば、いらなくなった物を集めるので、お金がかからないので、自分た

ちでもできそうだ。ということになりました。
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Ⅱ　　梅本さんの出弓畏授業＜模造紙②＞
困っている人のために何ができるか考えていた私たち

は、‘‘届けよう、服のチカラ”プロジェクトに出会いまし

た。ユニクロとGUが行っているこのプロジェクトに応

募しました。そして、6月22日に東京からGUの梅本先

生に来ていただき、出張授業を受けました。

＜演技…梅本さん＞
「皆さんこれから合い青葉を教えます。それは、「ハッ

ピー、ラッキー、ぼくミッキー」です。それでは、皆さ

んも一緒に、せ－の！　rハッピー、ラッキー、ぼくミ

ツキー」

この青葉を言うと自然と、口元が上がって笑軌こなります。もう一回言ってみましょう0

せ－の！「ハッピー、ラッキー、ぼくミッキー」

梅本さんの授業の最初にこの笑顔の大切さを．如、

教わりました。

この世界には、今ぼくたちがくらしているよ

うにはくらせない人たちが6500万人以上もいる

ことがわかりました。ぼくたちのようにくらせ

ない人たちを笑顔にしたいから、子ども服を集

めたいと思いました。

授業後に私たちはいてもたってもいられずに、

2時間目の休み時間に、早速、回収ボックス作

蓼陣隻脚彗脾嘩

り始めました。また、回収を呼びかけるポスターを作る人もいました。回収に向けて、人に呼び

かける通知を作る人や校内放送のアナウンス を考える人もいました。

こうして、私たちは世界のみんなを笑顔にするために動き出しました。

†■

私たちの世界の子供たちを笑掛こするために難民につい

ても学習しました。

これは、UNHCR国連難民高等弁務官事務所の冊子です。

難民は大きく分けて2つに分けられます。戦争や内戦が起

きたり、宗教や人種、政治的な意見がちがうことによる迫

害などが原因で、家を追われ、他の国に逃れた人たちのこ

とを「難民」といいます。また、難民と同じ理由で家を追

われ、自分の圏の別の地域で避難をしている人たちを「国

内避難民」といいます。

t2－



今テレビに映っている世界地図で赤

く塗られているところは、難民や国内

避難民がいて、ユニクロが服を届けて

いるところです。世界の半分位の国に、

難民や国内避難民がいることがわかり

ます。

皿HCRは、難民や国内避難民などを

国際的に保護・支援し、難民問題の解決
に向けて活動をしています。

今までユニクロは、このUNHCRや他

の団体と一緒に回収した服を届けまし

た。送り届けた枚軌ま、302

自由白地図一世界

牽鞠

9万枚です。

シリア難民のジハンさんは…

（右の文章から抜粋して発表）→

雪嶺諾

汁嚢車…′
笑丁　や三・

、ヽ　　一

青i轟も、

※シナリオがほぼ完成していた前々日・「どうしても、難民について学習したことを発表に入れた

い」という思いをもった児童たちが・UNHCRの冊子『この人はなぜ？いま、にほんからで

きること』やユニクロの冊子『服のチカラ』・および自宅でインターネットで柄べてきたことを

まとめ、発表した。
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ll プ－ル参観中の回刃文＜模造紙③＞

Ⅳ　　全校力、ら回刃文　10月中旬一一・11月　22日＜模造紙④＞

私たちはプール参観の回収だけでは、難民の人た

ちに届けるには、まだまだ足りないと患いました。

そこで、全校にプリントを配り、ポスターを掲示し

て、10月中旬から11月22日まで、子ども服を集め

るよぴかけをしました。

朝の時間に昇降口に交

替で立ち、5年1部の教

室の前にも回収ボックス

を置き、難民の人たちの

ために、たくさんの子ど

皇　廟欝も甲を回収しました。
それでは、回収の様子

を再現してみます。

＜演技＞
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イ　度うJ穿　相可ノ2薫

シ‡一　寸　月胤牒車札守しっ・、て

の　づ・鯛い
言争・上部∴一再

ちキー済々＼ち　4日占隕いて1・

示譜、書名、1ふっ滴りキャラ7●ロヱエ　フトウ巧凱溶質

を々．1きl k一　府す色々、7て払温ふ．争＝　絹い雇

え1て、tて！；l－　て　L・奇人Jiも小六すいやこ　r　乞・卯ソ

ユ　L rこ．

ぜ亨巨に房．埠人丸のノ・注か　汚く　さ　ん　いJ　亨．そ　の人

止り！、わ辞書、こ′ふ、穴子とt臆と尊慮丹▼’よniフ

lえい王1．

的夢11．尺ナ一札書嶋で　”g■ゥ▼－■．ヱ暮59ユ

縛㌧．j【才、プユ助ノけ　　ワ　ニ　⊂一一．ス・OJ映．jトウ●　ん　す　イ

す　り鳩　も㍍りl増した＿くさんり亜〆手さ†い
た．∴浪々ありがと　ウミざい暮　し托．

－　d nち～　ちト．－J貞158■、＝】aJHa j T　戚膏t一

一りクス亀七・tLillJ協力か難いし慮1．

㊥叶L鴨川4　1仲嬉∂L■クコ18・．l L．．ラこ

うp K t　－Ifっ，1抒t　う博にlつすって、各lTサ丁

粛十ヰゎ日．
鼻かう■●寸ノ■　オー暮．ホ「りすん寸イ＋r′一日拍㌧≠

しています。ご協力お願∵宕行青笹㌫
いします。j

4年生「子ども服を持ってきました。お簾いします。J

当番rご協力、ありがとうございます。」

当番　ボックスをちょっと持ち上げて移動し、紙袋

を出して見せて、
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「今日はこれだけ集められました。」→全員で拍手

このようにして、多くの人が協力してくれたので、たくさ

んの服を回収することができました。

もし自分が難民になっておなかいっぱい食べられず友だち

とも会えず、おぴえてくらすことになると患うと、こわいし、

悲しいし、つらいし、大変だと思いました。たくさんの服が

送られてきたら、きっとみんな笑顔になるだろうと思いまし

た。　だから、回収ボックス作りや回収するためのポスター

作りをがんばり、当番もがんばることができました。
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Ⅴ　　校外カヽら回刃文 一一・11月22日＜模造紙⑤＞

私たちは難民に関する本を統んで、もっとたくさんの服を回

収したいと思いました。なので、保育園や習い事などの場所で

服を回収することにしました。

まず、園長先生や指導者の先生に

お願いをして、服を回収しました。

＜模造紙をさす＞
このようなプリントを作って

配ったりもしました。

集めさせていただいた場所は、 聖母幼稚園、ちの保育園、中央保育園

ひとまちプラザ、0・1・2・3、本町公民館

習い事では、バレーボールチームr茅野ウイングス」、

ダンスグループ「ジェイダ」　です。

そのようにして、校外でも子ども服を回収しました。

あまり集まらないだろうと患っていたけれど、とてもたくさん

集まりました。うれしかったです。

ヽ　、

＼■　－イ　〉

Ⅵ　　ユニクロ茅野店lこて回刃文　11月11日（日）
＜模造紙⑤＞

11月11日にユニクロ茅野店でも服を回収させてもらう ことが決まりました。その日に向けて

ユニクロにはってもらうポスターを作りました。また、チラシを作って、チラシ配りをすること

になりました。1200枚ほどのチラ

シを印刷し、みんなで手分けして

色ぬりをしました。

当日は行かれないメンバーで、

看板作りをしました。たくさんの

子ども服が集まるといいなと思い

ました。
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前日の11月10日に、西友横内店に行き、女子7人でチラシ配りをしました。

＜演技＞「永明小5年1部です。いらなくなった子ども服を明日ユニクロで回収します。ご協

力、お願いします。」と青いながら、チラシを手渡す。

1時間半くらい配って、50枚ほどを手渡すことができました。よく町中でチラシ配りをして

いる人がいますが、実際二日分が体験してみると結構つらい仕事だということがわかりました。

北杜市から来ていた親子の方に、チラシを漉して税明をしました。「とてもいい活動をしてい

ますね。」と声をかけてくれました。私は気がつきました。「みなさんは難民の人たちを助けて

あげたいという気持ちがあるけれど、どう助けてあげたらいいのかわからないんだ。」というこ

とを。なのでr“服のチカラ”プロジェクト」などの活動をもっと広めて、いろいろな人に知っ

てもらいたいです。 そうしたら、もっと多くの難民が笑顔になると患います。
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11月11日、ユニクロ茅野店で回収をしました。

ぼくは、自動ドアを入ったところで乗られたお客さ

んに子ども服回収について説明しました。

＜ポスターを持って実演＞
「ぼくたち‘は永明小学校の5年1部です。世界には、

難民となって毎日の着る物にも困っている方が6万5

千人くらいいます。その半分が子どもたちです。3万

人をこえる、困っている子どもたちに服を送ることで、

少しでも笑顔になってもらいたいと患って、今まで服

を回収してきました。ご協力をよろしくお廉いしま

す。」

ぼくはチラシを配りました。チラシは少し大胆に、かつ　ちゃんとわかりやすく説明できるよ

うに渡しました。チラシを渡すコツがわかりました。

ユニクロでポスターを見たりチラシを受け取ったりして、

子ども服を届けてくださった方が大勢いました。中でも、「昨　鞄

日、西友で目をキラキラさせた女の子からチラシを受け取

りました。とても素敵な活動なので、少しでも協力できれ

ばと思って、持ってきました。」とおっしゃった女性の自動

車には、何と大小合わせて13箱のダンボールにいっぱいの

子ども服が詰められていました。

西友にチラシを配りに行ってよかったと患いました。そ

して、みんなで取り組んできた活動が多くの人の心を動か

していることもわかりました。
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Ⅶ　子ども月艮発送　11月28日（水）、30tヨ（金）
＜模造紙⑥＞
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11月30日はダンボール箱を送る最終日でした。 残っていた腺を詰めると、8掛こなりまし

た。2各日に発送した分と合わせると、ダンボール籍48箱、子ども服は4596枚になりまし

た。

協力してくださった方々にしっかりとお礼を伝えたいです○そして・服が難民や国内避難民の

人たちに届いて、着て美嚢削こなってほしいです。少 しでも生活が豊かになったらいいと思います。

Ⅷ　　お手し、 学んだこと、　今後のこと
1　学んだこと

このプロジェクトに参加して、一人ではできないことでも、みんなで協力することによって、

大きいことができることが学べました。

2　お礼

校外でも子ども服回収をさせてもらい、

たくさんの服を集めることができました。

校外での回収で、一軒二股が多く集まり、

仕分けが大変でした。けれど、その分、難

民の人たちに服を届けられることができま

した。

たくさんの服を届けられたのは、みなさ

んのおかげです。

3　今後のこと

この活動が終わっても、ごはんは残さず

食べ、家族や友だちを大切にしたいです。
ユニクロに行く時には、大人の服でもいい

ので回収ボックスに入れたいです。そして、

少しでも多く、難民の人たちに服を送り、

笑顔を届けたいです。

一　　　　　ヽ

ィー　こ互パ媒

これからは、ちょっとずつでも世界中が

笑顔で笑ってくらせるためにはどうしたら

いいのかということを考えたいです。そし

て、実行するためには何が必要かということも考えて より良いくらしにしていきたいです。

子ども服を届けてくださった人たちみなさんに、

した。

感謝しています。ご協力ありがとうございま
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